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紙
か
デ
ジ
タ
ル
か
―
米
国
の
実
態
調
査
か
ら
考
え
る

　

２
０
２
４
年
４
月
の
全
米
の
公
立
学
校
の
教
員
等

（
１
、
５
８
３
人
）
を
対
象
と
す
る
「
Ｏ
Ｅ
Ｒ
・
教
科

書
使
用
状
況
」
調
査
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
中
教

審
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
Ｗ
Ｇ
の
審
議
ま
と
め
（
紙

と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用
）
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

 

・
教
科
書
の
使
用
―
83
％
が
学
校
で
決
め
ら
れ
た
教
科

書
を
使
用
。

　

使
用
義
務
は
な
い
が
、
多
く
の
教
師
は
適
切
に
使
用

し
て
い
る
。
日
本
で
は
教
科
書
の
使
用
義
務
が
あ
る
。

 

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
―
60
％
が
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
。

　

紙
の
教
科
書
の
み
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
み

は
、
19
％
、
21
％
と
少
な
く
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
が

多
い
が
、
そ
の
経
年
変
化
（
３
年
間
の
間
）
で
は
、
紙

の
教
科
書
の
み
の
割
合
が
減
少
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
使

用
が
49
％
か
ら
60
％
に
増
大
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
み

の
使
用
は
あ
ま
り
変
化
な
し
（
19
％
→
21
％
）。
中
教
審

は
今
後
、
３
つ
の
形
態
の
中
か
ら
地
方
公
共
団
体
の
選

択
に
任
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
研
修
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

・
学
年
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用
に
配
慮
？

（
中
教
審
）

　

米
国
の
調
査
で
は
、
低
学
年
で
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
み
の
使
用
が
12
％
（
中
等
段
階
で
25
％
）
、
紙
の
教

科
書
の
み
の
使
用
は
26
％
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
に
つ
い
て
は
学
年
に
よ
る
差
は
な
い

（
60
％
前
後
）
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
使
用
を
基
本
と
し
、
適

宜
授
業
の
展
開
に
お
い
て
学
年
差
を
考
慮
す
る
こ
と

（
教
師
の
裁
量
）
が
適
切
か
？

 

・
紙
か
デ
ジ
タ
ル
か
―
生
徒
の
学
び
は
？

　

紙
の
方
が「
生
徒
が
よ
く
学
ぶ
」（
57
％
）と
考
え
ら
れ
、

デ
ジ
タ
ル
は
「
柔
軟
性
に
富
ん
で
い
る
」（
70
％
）
と
し

て
い
る
。
近
年
北
欧
で
は
紙
の
教
科
書
へ
の
回
帰
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
課
題
は
、
教
師
の
経
験
と
知
見
に
任
せ

る
の
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
教

師
の
裁
量
を
尊
重
す
る
こ
と
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
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大
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誉
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皓
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日
本
教
材
学
会
（
澤
崎
眞
彦
会
長
）
で
は
、
９
月
27
、
28
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
香
川
県
・
高
松
市
の
「
香

川
大
学
教
育
学
部
」
に
て
第
37
回
研
究
発
表
大
会
を
開
催
し
、
会
員
を
中
心
に
、
研
究
者
、
教
師
、
教
材
出
版
社
、

販
売
店
、
学
生
等
が
参
加
し
た
。
大
会
１
日
目
は
自
由
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
２
日
目
は
、
自
由
研
究
発
表
、

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
１
日
目
に
は
理
事
会
、
２
日
目
に
は
総
会
を
開
い
た
。
ま
た
、

両
日
と
も
、
日
図
協
・
全
図
協
加
盟
出
版
社
の
学
校
用
教
材
の
展
示
を
行
っ
た
。

学
第
37
回
研
究
発
表
大
会
、
香
川
大
学
で
開
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
自
由
研
究
発
表
を
実
施

学
校
用
教
材
の
展
示
も

ク
ト
は
以
下
の
３
本
で
あ
っ
た
。

▼
石
川
勝
彦
氏
（
鳴
門
教
育
大
学
）
、江
原
謙
介
氏
（
阪

南
大
学
）

『
感
情
史
』
の
概
念
装
置
を
援
用
し
た
新
し
い
道
徳

授
業
の
開
発
～
集
合
的
な
道
徳
感
情
の
生
成
・
制
御

へ
の
視
点
の
拡
大
を
目
指
し
て
～

▼
藤
井
大
亮
氏
（
東
海
大
学
）
、
前
田
善
仁
氏
（
同
）
、

増
田
有
紀
氏
（
埼
玉
大
学
）
、
細
矢
智
寛
氏
（
女
子

美
術
大
学
短
期
大
学
部
）
、
木
野
正
一
郞
氏
（
Ｉ
Ｐ

Ｕ
・
環
太
平
洋
大
学
）

探
究
型
教
育
・
教
材
の
理
論
的
・
実
践
的
研
究

▼
山
口
直
人
氏
（
教
育
同
人
社
）
、
朝
倉
徹
氏
（
東
海

大
学
）
、
柿
田
み
ず
き
氏
（
教
育
同
人
社
）
、
阿
部
由

夏
里
氏
（
同
）

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
教
材
の
刷
新
に
関
す
る

実
践
的
、
理
論
的
な
基
礎
研
究
―
教
材
会
社
と
研
究

者
の
協
働
に
よ
る
教
材
の
概
念
研
究
と
既
存
教
材

の
検
討
―

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
深
い
『
探
究
』
の
学
び
に
導
く
教
材
の
在
り
方
」

　

「
深
い
『
探
究
』
の
学
び
に
導
く
教
材
の
在
り
方
」

　

伊
藤
裕
康
氏
（
文
教
大
学
教
育
学
部
）
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
も
と
、
前
半
は
小
原
友
行
氏
（
広
島
大
学
）

に
よ
る
「
『
深
い
学
び
』
を
引
き
出
す
探
究
型
教
材
の

開
発
～
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
を
追
い
か
け
た
個
人
研
究

史
を
通
し
て
～
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

後
半
は
、
３
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
専
門
領
域
か
ら
見
た
提
言
を
行
っ
た
。

▼
細
川
太
輔
氏
（
日
本
教
材
学
会
副
会
長
）

　

「
国
語
科
の
視
点
か
ら
」

▼
松
島
充
氏
（
香
川
大
学
）

　

「
算
数
・
数
学
科
の
視
点
か
ら
」

▼
越
川
徹
郎
氏
（
東
京
学
芸
大
学
）

　

「
音
楽
科
の
視
点
か
ら
」

◎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
自
由
研
究
発
表

　

自
由
研
究
発
表
は
33
本
行
わ
れ
た
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
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◎
学
校
用
教
材
の
ブ
ー
ス
展
示

　

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
日
図
協
・
全
図
協
加
盟
出

版
社
の
学
校
用
教
材
（
図
書
・
デ
ジ
タ
ル
）
を
、
香
川

県
協
会
を
中
心
と
し
た
会
員
販
売
店
の
協
力
の
も
と

で
、
ブ
ー
ス
展
示
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
、
教
材
研

究
者
、
教
師
の
ほ
か
、
会
場
校
で
あ
る
香
川
大
学
教
育

学
部
の
学
生
に
も
学
校

用
教
材
を
手
に
取
っ
て

み
て
も
ら
い
、
教
材
の

価
値
役
割
、
紙
と
デ
ジ

タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

教
材
活
用
、
先
生
に
よ

る
教
材
の
採
用
の
重
要

性
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
と
な
っ
た
。

◎
理
事
会
・
総
会
の
開
催

　

理
事
会
・
総
会
で
は
、
決
算
・
事
業
報
告
な
ど
を
い

ず
れ
も
承
認
し
た
。
特
に
、
次
年
度
よ
り
、
総
会
を
研

究
発
表
大
会
時
（
９
月
ま
た
は
10
月
）
か
ら
、
事
業
年

度
開
始
（
４
月
）
に
合
わ
せ
て
５
月
に
開
催
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。

10
月
16
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
で
は
、
２
０
２
５
年
度
第
１
回

部
長
会
を
大
分
市「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」で
開
催
し
た
。

　

内
定
し
て
い
た
次
期
正
副
幹
事
長
の
確
認
を
し
た
ほ

か
、
各
都
道
府
県
協
会
総
会
の
報
告
、
み
ら
い
の
学
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
全
中
メ
ル
マ
ガ
、
出
版
社
営
業
社
員

研
修
会
企
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

部
長
会
後

に

は
、

九

州

ブ
ロ
ッ
ク
と

の
意
見
交
換

会

を

行

い
、

こ
れ
か
ら
求

め
ら
れ
る
営

業
活
動
や
教

師
用
書
の
取

り
扱
い
に
つ

い
て
製
販
合

同
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

10
月
17
日

全
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会

　

「
新
ネ
ク
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
」
第
２
回
を
開
催

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
井
寛
代
表
）
で
は
、
勉
強
会
を

大
分
市
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」
で
開
催
し
た
。

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
販
売
店
よ
り
56
名
、
他
ブ
ロ
ッ

ク
会
員
販
売
店

よ
り
16
名
、
加

盟
出
版
社
11
社

よ
り
28
名
、
全

図
協
事
務
局
よ

り
２
名
の
ほ
か
、

教
育
関
係
者
や

教
育
学
部
生
な

ど
も
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
東

海
大
学
総
合
教

中学校営業部長会と九州ブロックとの
意見交換会九州ブロック「新ネクストスタディ」

学校用教材 ブース展示
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育
セ
ン
タ
ー
・
朝
倉
徹
教
授
に
よ
る
「
生
成
系
Ａ
Ｉ
が

も
た
ら
す
学
校
現
場
の
変
化
と
、
望
ま
れ
る
教
育
貢
献

と
は
？ 

～
ア
ナ
ロ
グ
＋
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
新
し
い
力

を
生
み
出
そ
う
～
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ

の
後
、
販
売
店
対
象
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

出
版
社
と
教
育
学
部
生
に
よ
る
教
材
勉
強
会
、
講
師
を

交
え
た
座
談
会
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

10
月
21
日

日
小
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
営
業
部
長
会
で
は
、
２
０
２
５
年
度
第
１
回

部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を
行

い
、
幹
事
長
に
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
副
幹
事
長
に
文
溪
堂
・
松
村
吾
朗
営
業
部
長

を
選
任
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
道
府
県
協
会
総
会
の
報
告
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化

の
動
向
や
教
師
用
書
の
公
費
化
の
働
き
か
け
を
ふ
ま

え
た
教
師
用
書
へ
の
価
格
表
記
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
、
滅
失
教
材
の
提
供
対
応
に
関
す
る
販
売

店
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

10
月
31
日

全
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

「
つ
な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」
第
２
回
を
開
催

　

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
狩
野
正
樹
代
表
）
で
は
、
第
２

回
「
つ
な
が
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
販
売
店
、
加
盟
出
版
社
、

全
図
協
事
務
局
な
ど
か
ら
計
１
０
１
名
が
参
加
し
た
。

　

第
１
部
は
「
学
校
直
販
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
全
図
協
・
渡
部

竜
士
専
務
理
事
が
講
演
を
行
っ
た
。
第
２
部
で
は
デ

ジ
タ
ル
実
践
研
修
と
し
て
、
日
図
協
加
盟
出
版
社
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
実
施
さ
れ
、

参
加
者
は
教
材

の
機
能
や
活
用

方
法
を
実
際
に

体
験
し
な
が
ら
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

11
月
７
日

全
東
京
都
中
学
協
会　

情
報
交
換
会
を
開
催

　

東
京
都
中
学
協
会
（
依
田
誠
会
長
）
で
は
、
情
報
交

換
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
販
売
店
か
ら
29
名
、
全
図
協
事
務
局

か
ら
３
名
、
計
32
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
は
じ
め
に
「
私
た
ち
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
取
り
組
み
～
対
外
的
な
働
き
か
け
に
向

け
て
～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専

務
理
事
が
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
依
田
会
長
か

ら
全
中
活
動
に
お
け
る
全
中
目
安
箱
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
分
析
と
報
告
が
行
わ
れ
た
。
後
半
に
は
、
「
こ
れ
ま

で
の
話
を
聞
い
て
ど
う
思
っ
た
か
」
「
こ
の
業
界
に
お

い
て
今
後
ど
う
成
長
し
て
い
く
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者

同
士
が
率
直
な
意
見
を
交
わ
す
場
と
な
っ
た
。

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

北関東ブロック「つながるセミナー」
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業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

11
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
備
え
て
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
き
、
新
学

期
販
売
分
析
や
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

◇
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
17
日
に
大
分
市
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」

で
開
催
。
各
協
会
の
役
員
な
ど
23
名
、
加
盟
出
版

社
２
社
よ
り
２
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が

出
席
。

　

各
協
会
か
ら

の

情

勢

報

告

や
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
後
に
予
定

し
て
い
る
新
ネ

ク

ス

ト

ス

タ

デ
ィ
の
運
営
、

新
学
期
以
降
に

予
定
し
て
い
る

研
修
会
の
企
画

や
方
針
に
つ
い

て
確
認
。

◇
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
18
日
に
観
音
寺
市
「
大
野
原
会
館
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
11
名
が
出
席
。

　

12
月
に
「
図
書
教
材
ネ
ッ
ト
」
や
教
師
用
書
の

公
費
化
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
確

認
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
出
席
時
の
交
通
費
負
担
に
関

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
規
約
の
見
直
し
を
承
認
。

◇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
24
日
に
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
20
名
が
出
席
。

　

各
協
会
や
支
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
小
規
模
校

対
策
、
教
師
用
書
の
公
費
化
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◇
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
24
日
に
あ
わ
ら
市
「
ま
つ
や
千
千
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
13
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
２
名

が
出
席
。

　

協
会
長
会
議
分
科
会
を
ふ
ま
え
た
各
協
会
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
ブ
ロ
ッ
ク
役
員

の
選
任
方
法
に
つ
い
て
規
約
の
見
直
し
も
含
め
て

継
続
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
。

◇
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

　

10
月
25
日
に
大
阪
市「
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
北
梅
田
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
23
名
、
加
盟
出
版
社
２
社

よ
り
４
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

小
・
中
学
部

会
に
分
か
れ
て

分
科
会
を
開
催
。

会
議
前
に
は
全

図
協
・
渡
部
竜

士
専
務
理
事
に

よ
る
「
教
育
行

政
の
動
向
と
こ

れ
か
ら
の
私
た

ち
の
取
り
組
み
」

と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
。

九州ブロック

近畿ブロック

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

千
葉
県･

･
･

㈲
成
田
教
材
（
成
田
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
坂
内
真
由
美

　

千
葉
県･

･
･

㈱
今
村
商
事
（
千
葉
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
山
重
仁
志

　

長
崎
県･

･
･

㈲
学
友
社
（
長
崎
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
播
本
彩

◇
◇
◇　

訂 

正　

◇
◇
◇

　

第
２
４
６
号
（
２
０
２
５
年
10
月
25
日
発
行
）

に
掲
載
し
た
都
道
府
県
協
会
会
員
だ
よ
り
の
な
か

で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
・
㈱
山
紫
堂
の
代
表
者
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

　日本図書教材協会で運用している、全図協・

会員販売店向けのＷｅｂ発注システム「図書

教材ネット」が無償でご利用いただけます。

　お申し込みは、随時受け付けておりますの

で、ご希望の方は、協会ホームページ内の右

上「会員専用ページ」（要パスワード）より

お申し込みください。

販売店向け教材Ｗｅｂ発注システム

「図書教材ネット」

❀  お知らせ ❀

協会ＨＰ　https://nit.or.jp

「会員の方へ」≪パスワード ： kagura6 ≫
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１
．
は
じ
め
に 

　

今
年
の
９
月
末
、
あ
る
学
習
ア
プ
リ
開
発
会
社
と
国

立
大
学
法
人
が
、
「
日
本
教
育
工
学
会　

２
０
２
５
年

秋
季
全
国
大
会
」
で
発
表
し
た
研
究
成
果
に
よ
る
と
、

研
究
調
査
に
参
加
し
た
小
学
生
は
、
紙
の
ド
リ
ル
に
つ

い
て
書
写
や
送
り
が
な
、
文
字
構
造
の
理
解
に
役
立
つ

と
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
「
先
生
に
よ
る
説
明
」
・
「
学
習
ア
プ

リ
」
・
「
紙
の
ド
リ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
学
習
方
法
が
、

漢
字
学
習
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
項
目
の
う
ち
、

ど
れ
に
つ
い
て
効
果
的
だ
と
小
学
生
が
評
価
し
た
か

に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
「
先
生
に

小
・
中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
や
語
句
を

　
　

効
率
的
に
総
復
習
で
き
る
ド
リ
ル
教
材

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 184 回

よ
る
説
明
」
は
漢
字
の
意
味
や
用
法
の
理
解
に
、
「
学

習
ア
プ
リ
」
は
反
復
学
習
や
学
習
進
度
管
理
に
そ
れ

ぞ
れ
役
に
立
つ
と
い
う
結
果
で
し
た
。「
紙
の
ド
リ
ル
」

は
手
を
使
っ
て
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
で
基
本
技

能
を
強
化
す
る
学
習
方
法
と
し
て
高
い
効
果
を
発
揮

す
る
た
め
、
前
述
の
評
価
が
な
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
が
小
学
校
で
全
面
実
施
さ
れ

る
予
定
の
２
０
３
０
年
度
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も

正
式
な
教
科
書
と
し
て
認
め
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
デ
ジ
タ
ル
か
紙

か
」
と
い
う
二
項
対
立
で
は
な
く
、
学
習
の
目
的
に
応

じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

２
．
教
材
の
特
長

　

本
稿
で
は
、
紙
媒
体
の
ド
リ
ル
教
材
『
漢
字
と
語
句
』

『
漢
字
５
分
間
テ
ス
ト
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
両
教
材

は
、
小
・
中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
や
語
句
を
効
率
的

に
学
習
し
、
高
校
入
試
に
向
け
た
知
識
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
制
作
い
た
し
ま
し
た
。

　

『
漢
字
と
語
句
』
は
、
中
学
１
～
３
年
各
35
回
編
成

で
、
表
裏
合
わ
せ
て
１
０
０
点
満
点
と
し
て
い
ま
す
。

表
面
の
上
段
に
漢
字
の
読
み
と
り
、
下
段
に
漢
字
の
書

き
と
り
の
問
題
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
裏
面
は
漢
字
ク

イ
ズ
や
同
音
異
義
語
・
同
訓
異
字
、
四
字
熟
語
、
故
事

成
語
、
こ
と
わ
ざ
、
慣
用
句
、
対
義
語
・
類
義
語
、
和
語
・

漢
語
・
外
来
語
、
熟
字
訓
、
熟
語
の
構
成
な
ど
回
に
よ
っ

て
多
種
多
様
な
語
句
の
問
題
を
配
し
、
す
べ
て
の
回
に

「
次
回
の
出
題
漢
字
」
と
い
う
予
習
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
新
教
科
書
使
用
に

合
わ
せ
て
改
訂
し
ま
し
た
。

　

『
漢
字
５
分
間
テ
ス
ト
』
は
、
中
学
１
～
３
年
各
72

回
編
成
で
、
表
面
の
み
で
10
～
14
問
と
し
て
い
ま
す
。

表
面
は
す
べ
て
の
回
で
漢
字
の
書
き
と
り
４
問
、
読
み

と
り
４
問
に
加
え
、
総
画
数
、
か
な
づ
か
い
、
漢
字
し

り
と
り
、
誤
字
の
訂
正
、
都
道
府
県
名
、
漢
字
の
成
り

立
ち
な
ど
、
回
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
語
句
の
問
題
を

配
し
て
い
ま
す
。
裏
面
は
、
次
回
出
題
内
容
の
予
習
用

問
題
に
し
て
い
ま
す
。

⑴
共
通
：
「
書
き
と
り
」
は
小
学
校
学
習
漢
字
か
ら
、

⑴
共
通
：
「
書
き
と
り
」
は
小
学
校
学
習
漢
字
か
ら
、

　

「
読
み
と
り
」
は
中
学
校
学
習
漢
字
か
ら
出
題

　

「
読
み
と
り
」
は
中
学
校
学
習
漢
字
か
ら
出
題

　

公
立
高
校
入
試
で
は
、「
書
き
と
り
」
は
小
学
校
学

習
漢
字
か
ら
、「
読
み
と
り
」
は
中
学
校
学
習
漢
字
か

ら
出
題
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば

㈱五ツ木書房

『漢字と語句』

『漢字５分間テスト』 国語

西
にし

川
かわ

　華
はな

子
こ

（㈱五ツ木書房

 　　第一編集部・国語担当）

完全
リレー式だから

生
徒
用
は
ト
ジ
穴
を
あ
け
て
納
品
し
ま
す

漢字練習用
マス目あり

全72回全72回
中学3年

漢字 分間5

書きとりは小学校学習漢字、 読みとりは中学校学習漢字から出題

〈語句の問題を含む〉

確実
に身につく！！

テスト
教師用書

学習指導要領準拠

好
評

推
敲
白
眉
邁
進

他
山
之
石
を

登
竜
門
大
器
晩
成

切
磋
琢
磨

漢
字
と
語
句

漢
字
と
語
句

編　者／五ツ木書房 編集部　 発行所／株式会社 五ツ木書房
発行者・著作権者／池 上 佳 嗣

25

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

400円35回 （税込）〈バラ〉

450円35回 （税込）〈トジ〉

60円（税込）〈専用ファイル／別売〉

定

　
価

●本書の内容についての責任は、いっさい五ツ木書房にありますので、ご照会・お問い合せは、弊社までお寄せください。
●本書の全部または一部を複写・複製して使用すると、著作権法違反となります。
●本書は、店頭・学習塾・個人への販売はいたしません。
●本書は、再販売価格維持契約に基づく定価販売励行の出版物です。

〒538-0052 大阪市鶴見区横堤４-１-35
 TEL：06-6913-1251
 https://www.itsuki-s.co.jp/

書きとりは小学校学習漢字から
読みとりは中学校学習漢字から出題

リ
レ
ー
式
で
ラ
ク
ラ
ク
漢
字
習
得

リ
レ
ー
式
で
ラ
ク
ラ
ク
漢
字
習
得

生
徒
用
は
ト
ジ
穴
を
あ
け
て
納
品
し
ま
す

ドリル
五ツ木の

全35回
週1学習

小学校学習漢字の中学学習音訓を含む

国語

① 入試に合わせた内容! ② リレー式でやる気アップ!
『中学校学習指導要領』の漢字指導の趣旨にしたがい、高校入試では原
則として、書きとりは小学校学習漢字、読みとりは中学校学習漢字が出
題されます。そのような入試の実態に合わせた出題です。

予習→テストの流れで、頑張れば頑張ったぶんだけ
良い点が取れるから、生徒のやる気もアップ！
達成感を持って学習に臨めます。

本テストのねらい

学
習
指
導
要
領
準
拠

学
習
指
導
要
領
準
拠

新
版

新
版

国
語
3
年
標

3年
標

年 標3
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弊
社
が
所
在
す
る
大
阪
府
で
実
施
さ
れ
る
公
立
高
校
入

試
（
令
和
７
年
度
一
般
入
学
者
選
抜
の
う
ち
、
標
準
的

難
易
度
と
さ
れ
る
Ｂ
問
題
）
で
は
、「
書
き
と
り
」
の

平
均
正
答
率
は
62
・
３
％
、「
読
み
と
り
」
は
65
・
３
％

と
い
う
よ
う
に
、「
書
き
と
り
」
の
方
が
や
や
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
公
立
高
校
入
試
を
見
据
え
て

読
み
書
き
ど
ち
ら
も
ま
ん
べ
ん
な
く
学
習
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
両
教
材
を
作
成
し
ま
し
た
。

⑵
共
通
：
予
習
用
問
題
→
本
テ
ス
ト
の
「
完
全
リ
レ
ー

⑵
共
通
：
予
習
用
問
題
→
本
テ
ス
ト
の
「
完
全
リ
レ
ー

　

式
学
習
」
で
確
実
に
知
識
を
定
着

　

式
学
習
」
で
確
実
に
知
識
を
定
着

　

知
識
の
定
着
に
は
、
復
習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

両
教
材
は
、
各
回
の
終
わ
り
に
予
習
用
問
題
を
つ
け

て
い
る
の
で
、
前
の
回
で
予
習
用
問
題
に
取
り
組
ん

で
、
次
の
回
の
本
テ
ス
ト
を
解
く
こ
と
が
復
習
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
達
成
感
を
も
っ
て
確
実
に
知
識

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
『
漢
字
と
語
句
』
：
表
面
は
予
習
の
成
果
を
、
裏
面

⑶
『
漢
字
と
語
句
』
：
表
面
は
予
習
の
成
果
を
、
裏
面

　

は
実
力
を
測
る
構
成

　

は
実
力
を
測
る
構
成

　

表
面
は
、
前
の
回
で
示
さ
れ
た
予
習
用
問
題
の
内
容

を
そ
の
ま
ま
出
題
し
て
い
る
の
で
、
予
習
の
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

裏
面
は
、
漢
字
ク
イ
ズ
や
同
音
異
義
語
・
同
訓
異
字

な
ど
、
予
習
用
問
題
に
は
含
ま
れ
な
い
語
句
の
問
題
で

す
の
で
、
こ
こ
で
実
力
を
測
る
と
と
も
に
間
違
え
た
問

題
は
新
た
な
知
識
と
し
て
と
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

⑷
『
漢
字
５
分
間
テ
ス
ト
』
：
手
で
書
い
て
覚
え
る
基

⑷
『
漢
字
５
分
間
テ
ス
ト
』
：
手
で
書
い
て
覚
え
る
基

　

礎
学
習
の
た
め
の
漢
字
練
習
用
の
マ
ス
目

　

礎
学
習
の
た
め
の
漢
字
練
習
用
の
マ
ス
目

　

す
べ
て
の
回
の
裏
面
に
は
、
次
の
回
で
書
き
と
り
問

題
と
し
て
出
題
す
る
漢
字
を
書
き
写
す
た
め
の
マ
ス

目
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
部
首
や
漢
字
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
文
字
構
造
の
理
解
を
助
け
ま
す
。

　

紙
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
比
較
し
た
と
き
、
紙
の
方

が
書
い
た
内
容
を
記
憶
す
る
効
果
が
高
い
と
い
う
調

査
結
果
を
何
度
も
耳
に
す
る
こ
の
時
代
に
、
生
徒
た
ち

に
は
入
試
本
番
と
同
様
に
紙
に
書
く
従
来
の
学
習
方

法
を
や
め
ず
に
実
践
し
続
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

３
．
終
わ
り
に

　

漢
字
一
字
一
字
の
音
訓
を
理
解
し
、
語
句
と
し
て
、

話
や
文
章
の
な
か
に
お
い
て
文
脈
に
即
し
て
意
味
や

用
法
を
理
解
し
な
が
ら
読
む
こ
と
は
、
読
解
力
・
表
現

力
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。
読
解
力
・
表
現
力
は
、
国
語

科
の
テ
ス
ト
で
よ
い
成
績
を
取
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

他
教
科
の
学
習
に
も
深
く
関
わ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、

生
徒
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
で
よ
り
深
く
学

び
、
よ
り
よ
く
対
話
す
る
た
め
の
、
大
切
な
手
段
と
な

る
力
で
す
。
私
た
ち
の
教
材
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

読
解
力
・
表
現
力
の
向
上
に
寄
与
し
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
本
稿
を
締
め

く
く
り
ま
す
。

▲予習用問題

〈
対
義
語
〉
次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
、
反
対
の
意
味
の
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。

じ
ゅ
よ
う

①

��

需
要

②

��

凡

平
凡

〈
同
じ
部
首
の
漢
字
〉
同
じ
部
首
の
漢
字
を
含
む
、
次
の
熟
語
の
読
み
方
を
答
え

な
さ
い
。

⑴

�����
酉
①

酢
酸
（

）
②

酵
素
（

）

③

酪
農
（

）
④

醸
成
（

）

⑵

�����
水
①

海
浜
（

）
②

没
入
（

）

③

洗
濯
（

）
④

泥
水
（

）

お
も
て
め
ん

表
面
の
読
み
書
き
出
題
漢
字
で
す
。
①
②
…
は
読
み
と
り
、
❶
❷
…
は
書
き
と
り
で
す
。

①
捜
（
さ
が
）
す

②
分
割
（
ぶ
ん
か
つ
）

③
遺
言
（
ゆ
い
ご
ん
）

④
姓
名
（
せ
い
め

い
）

⑤
怖
（
こ
わ
）
い

⑥
忌
中
（
き
ち
ゅ
う
）

⑦
腫
瘍
（
し
ゅ
よ
う
）

⑧
葬
式

（
そ
う
し
き
）

⑨
報
酬
（
ほ
う
し
ゅ
う
）

⑩
却
下
（
き
ゃ
っ
か
）

ソ
ウ
コ

サ
ン
ピ

ケ
イ
シ
ョ
ウ
チ

ド
ク
ソ
ウ

ホ
ケ
ン

は
ぐ
く

や
ま
い

ば

❶
倉
庫

❷
賛
否

❸
景
勝
地

❹
独
創

❺
保
健

❻
育
む

❼
病

❽
化
か
さ
れ
る

き
ず

さ
か
い
め

❾
築
く

�
境
目

3
年
・
2

▲ 「書きとり」 は小学漢字、 「読みとり」 は

中学漢字から

①

洗
濯
物
が
よ
く
乾
く
。

②

天
下
一
品
の☆
代
物
だ
。

③

穏
や
か
な
表
情
の
祖
母
。

④

鶏
舎
の
掃
除
を
手
伝
う
。

⑤

爪
を
短
く
切
る
。

⑥

荒
れ
地
を
開
墾
す
る
。

⑦

監
督
の
指
示
を
仰
ぐ
。

⑧

古
代
帝
国
の
文
明
を
学
ぶ
。

⑨

泥
だ
ら
け
の
手
を
洗
う
。

⑩
☆
傲
慢
な
態
度
を
注
意
す
る
。

◯●

部
の
漢
字
に
読
み
が
な
を
つ
け
、

の
右
の
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

❶

米
を

ユ

シ
ュ
ツ

す
る
。

❷

皆
勤
を

タ
ッ

セ
イ

す
る
。

❸

シ
ュ
ウ
カ
ン

シ

☆

を
読
む
。

❹

小
学
校
の

ジ

ド
ウ

☆

会
の
選
挙
。

❺

謙
譲
の

ビ

ト
ク

を
伝
え
る
。

❻

く
す
り

を
飲
む
。

❼

祖
母
を
背
中
に

お

う
。

❽

あ
お

な

に
塩
。

ぬ

❾

く
ち

べ
に

を
塗
る
女
性
。

�

し
お

ひ

狩
り
を
す
る
。

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

☆
印
は
、
高
校
入
試
で
よ
く
出
題
さ
れ
る
漢
字
・
熟
語
で
す
。

3
年
・
1

▲漢字練習用のマス目

次
の
　  

の
予
習
を
し
よ
う

No.

1

1
書
き
取
り

①

た
ま
ご
を
割
る
。

②

鳥
が
す
を
作
る
。

③

作
品
の
し
ゅ
だ
い
。

④

ひ
ゃ
っ
か
店
に
行
く
。

◉
答
え

①
卵

②
巣

③
主
題

④
百
貨

★
漢
字
の
一
点
一
画
に
注
意
し
て
て
い
ね
い
に
書
く
練
習
を
し
よ
う
。

2
読
み
取
り

①

魂
を
込
め
る
。

②

鶏
を
飼
う
。

③

記
憶
に
新
し
い
。

④

シ
ャ
ツ
を
洗
濯
す
る
。

◉
答
え

①
た
ま
し
い

②
に
わ
と
り

③
き
お
く

④
せ
ん
た
く

3
よ
く
出
る
書
き
取
り

①

事
業
を
い
と
な
む
。

②

考
え
方
が
こ
と
な
る
。

③

き
ち
ょ
う
な
経
験
。

④

機
械
の
そ
う
さ
。

◉
答
え

①
営

②
異

③
貴
重

④
操
作

卵
卵

巣
巣

主
題
主
題

百
貨
百
貨

漢字５分間・３年４
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

～ 2024 年度事業報告概要・2025 年度主な具体的事業計画～

２
０
２
４
年
度 

事
業
報
告
概
要

Ⅰ
．
小
・
中
学
校
教
育
等
の
振
興
へ
の
寄
与
事
業

Ⅰ
．
小
・
中
学
校
教
育
等
の
振
興
へ
の
寄
与
事
業

○
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

○
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
開
催

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
企
画
す
る
教
師
等
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
運
営
の
協
力
を

行
っ
た
。
今
年
度
の
企
画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
「
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
阪
」

・
静
岡
県
協
会
「
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
と

未
来
」

○
教
員
養
成
機
関
等
へ
の
支
援

○
教
員
養
成
機
関
等
へ
の
支
援

Ⅱ
．
図
書
教
材
等
の
適
切
な
普
及
と
供
給
に
関
す

Ⅱ
．
図
書
教
材
等
の
適
切
な
普
及
と
供
給
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業

る
調
査
研
究
事
業

○
学
校
直
販
業
界
の
任
務
や
役
割
の
確
認
と
、
協
会
が

○
学
校
直
販
業
界
の
任
務
や
役
割
の
確
認
と
、
協
会
が

目
指
す
べ
き
方
針
の
策
定
及
び
周
知

目
指
す
べ
き
方
針
の
策
定
及
び
周
知

　

学
校
直
販
シ
ス
テ
ム
と
販
売
店
の
存
在
意
義
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
全
図
協
チ
ラ
シ
な
ど
を
活
用
し

て
、
学
校
へ
の
啓
発
宣
伝
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
出
版
社
か
ら
取
引
販
売
店
に
対
し
、

学
校
直
販
販
売
店
と
し
て
の
任
務
、
役
割
の
確
認
の
た

め
の
適
切
な
指
導
を
行
っ
た
。

○
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
の
た

○
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
の
た

め
の
研
究
と
研
修

め
の
研
究
と
研
修

　

会
員
販
売
店
向
け
の
研
修
会
や
講
演
会
等
の
開
催

協
力
を
行
っ
た
。

○
市
場
拡
大
策
の
研
究
と
実
施

○
市
場
拡
大
策
の
研
究
と
実
施

　

学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
及
び
公
平
採
択
促
進
の

各
種
運
動
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
た
。

○
全
国
を
対
象
と
し
た
災
害
復
興
支
援
の
実
施

○
全
国
を
対
象
と
し
た
災
害
復
興
支
援
の
実
施

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
「
全
国
災
害
復
興
支
援
制
度
」
の
認
定
災
害
と

し
、
石
川
県
の
会
員
販
売
店
を
対
象
に
２
０
２
４
年
１

月
～
12
月
ま
で
の
１
年
間
で
運
用
を
行
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
出
版
社
で
は
各
地
の
災
害
に
応
じ
て
滅

失
教
材
の
献
本
対
応
を
実
施
し
た
。

○
小
規
模
校
、
少
人
数
学
級
対
策
等
の
研
究

○
小
規
模
校
、
少
人
数
学
級
対
策
等
の
研
究

○
再
販
制
度
維
持
の
調
査
研
究

○
再
販
制
度
維
持
の
調
査
研
究

○
日
図
協
と
の
連
携
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
及
び
Ｉ

○
日
図
協
と
の
連
携
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
及
び
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

・
各
協
会
や
営
業
部
長
会
を
中
心
に
各
自
治
体
で
の
デ

ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
状
況
や
端
末
の
リ
プ
レ
イ
ス
等

の
情
報
収
集
と
共
有
を
行
っ
た
。

・
文
科
省
か
ら
協
力
要
請
の
あ
っ
た
学
校
と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
や
り
取
り
の
慣
行
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
先
生

の
業
務
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
う
え
で
協
力
し

て
い
く
方
針
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
、
販
売
店
を

中
心
に
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け

た
検
討
を
進
め
た
。

○
教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
図

○
教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
の
共
同
に
よ
る
図

書
教
材
等
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る
啓
発
宣
伝

書
教
材
等
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る
啓
発
宣
伝

　

教
材
等
著
作
権
保
護
委
員
会
と
共
同
で
深
刻
な
被

害
を
生
じ
て
い
る
学
校
用
教
材
等
の
複
写
複
製
利
用

の
阻
止
対
策
を
実
施
し
た
。

○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策

○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策

○
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推
進

○
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
推
進

○
文
科
省
等
と
の
連
絡
協
調
と
文
科
省
有
識
者
会
議

○
文
科
省
等
と
の
連
絡
協
調
と
文
科
省
有
識
者
会
議

へ
の
参
画

へ
の
参
画

　

文
科
省
教
科
書
課
、
教
育
課
程
課
、
学
校
情
報
基
盤
・

教
材
課
、
学
校
デ
ジ
タ
ル
化
Ｐ
Ｔ
、
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進

室
、
デ
ジ
タ
ル
庁
等
と
随
時
連
携
を
図
り
、
学
校
用
教

材
の
情
報
提
供
と
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

・
文
科
省
「
学
校
と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
や
り
取
り
の
慣
行

の
見
直
し
に
つ
い
て
」
協
力
依
頼
を
受
け
た
対
応

・
文
科
省
「
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
で
の
発
表
（
２
０
２
４
年
９
月
20
日
：
渡
部
竜

士
専
務
理
事
よ
り
学
校
用
教
材
の
現
状
と
教
材
デ
ー

タ
利
活
用
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
の
発
表
）

・
文
科
省
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
」
で
の
発
表
（
11
月
21
日
：
渡
部

専
務
理
事
よ
り
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
課
題
や
教
材
と

の
連
携
に
つ
い
て
発
表
）

・
文
科
省
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
間
連

携
の
た
め
の
相
互
運
用
標
準
モ
デ
ル
に
関
す
る
専
門

家
会
議
」
（
旧
：
学
習
e
ポ
ー
タ
ル
に
関
す
る
専
門

家
会
議
）
」
へ
の
委
員
参
加
と
提
案
（
２
０
２
５
年

１
月
９
日
、
２
月
27
日
：
渡
部
専
務
理
事
よ
り
学
習

ｅ
ポ
ー
タ
ル
の
公
共
性
を
担
保
し
た
運
用
な
ど
を
提

案
）

・
日
図
協
と
の
連
名
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
Ｗ
Ｇ

「
中
間
ま
と
め
」
に
対
す
る
「
意
見
書
」
を
提
出
（
３

月
24
日
）

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

・
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
「
第
15

回
全
国
大
会
」
に
渡
部
専
務
理
事
と
依
田
誠
理
事
、

吉
田
勉
東
京
都
（
小
学
）
前
協
会
長
が
出
席
し
た
。

・
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
「
年

次
表
彰
式
・
祝
賀
会
」
に
来
賓
と
し
て
細
谷
美
明
会

長
と
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
が
出
席
し
た
。

Ⅲ
．
図
書
教
材
業
界
の
発
展
の
た
め
の
研
究
と
啓

Ⅲ
．
図
書
教
材
業
界
の
発
展
の
た
め
の
研
究
と
啓

　

発
宣
伝
事
業

　

発
宣
伝
事
業

○
図
書
教
材
と
業
界
の
価
値
、
役
割
の
啓
発
宣
伝

○
図
書
教
材
と
業
界
の
価
値
、
役
割
の
啓
発
宣
伝

　

図
書
教
材
の
価
値
、
役
割
と
学
校
直
販
業
界
の
社
会

的
重
要
性
を
広
く
啓
発
宣
伝
し
た
。
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

一般社団法人 全国図書教材協議会

　

ま
た
、
日
図
協
と
の
連
名
で
、
全
国
の
各
教
育
委
員

会
に
対
し
て
「
学
校
に
お
け
る
教
材
採
用
に
つ
い
て

（
要
望
）
」
を
送
付
し
た
。

○
都
道
府
県
協
会
の
会
員
名
簿
の
各
教
委
へ
の
送
付

○
都
道
府
県
協
会
の
会
員
名
簿
の
各
教
委
へ
の
送
付

Ⅳ
．
事
業
推
進
の
た
め
の
組
織
強
化
活
動

Ⅳ
．
事
業
推
進
の
た
め
の
組
織
強
化
活
動

○
都
道
府
県
協
会
組
織
の
強
化

○
都
道
府
県
協
会
組
織
の
強
化

　

都
道
府
県
協
会
と
出
版
社
の
双
方
協
力
の
も
と
、
相

互
連
携
の
強
化
を
図
り
、
各
協
会
の
円
滑
な
運
営
、
各

種
研
修
会
の
実
施
、
協
会
育
成
強
化
費
（
拠
出
金
）
の

実
施
、
功
績
者
の
顕
彰
、
そ
の
他
各
協
会
の
事
業
・
活

動
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
た
め
の
諸
施
策
等

を
行
っ
た
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
小
・
中
学
部
会
の
充
実

○
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
小
・
中
学
部
会
の
充
実

　

ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
や
研
修
会
等
助
成
金
を
有
効
に

活
用
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
研
修
会
を
開
催
し
た
。

○
各
都
道
府
県
協
会
、
各
会
員
販
売
店
間
の
情
報
交
換

○
各
都
道
府
県
協
会
、
各
会
員
販
売
店
間
の
情
報
交
換

の
促
進

の
促
進

○
各
都
道
府
県
協
会
会
員
販
売
店
及
び
従
業
者
の
福

○
各
都
道
府
県
協
会
会
員
販
売
店
及
び
従
業
者
の
福

利
厚
生
の
向
上

利
厚
生
の
向
上

（
主
な
も
の
の
み
）

２
０
２
５
年
度 

事
業
計
画
（
主
な
事
業
の
具
体
案
）

１
．
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

１
．
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上

の
た
め
の
研
究
と
研
修

の
た
め
の
研
究
と
研
修

◇
会
員
並
び
に
従
業
員
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
研
修
会
等
を
企

画
・
実
施
す
る
。

◇
会
員
並
び
に
従
業
員
の
た
め
の
体
系
的
な
研
修
制

度
と
し
て
、
日
本
教
材
学
会
と
の
合
同
委
員
会
を
中

心
に
「
教
材
士
研
修
制
度
・
基
礎
コ
ー
ス
講
座
」
を

運
用
し
て
い
く
。

◇
協
会
・
業
界
の
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
人
材
育
成

を
支
援
す
る
た
め
の
専
門
機
関
を
幹
事
会
の
下
に
設

置
し
、
人
材
育
成
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
。

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
都
道
府
県
協
会
単
位
で
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
主
体
の
組
織
設
置
の
支
援
及
び
既
存
若
手

組
織
と
の
連
携

・
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
研
修
会
の
企
画

・
全
国
規
模
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
意
見
交
換
の
場
）
の
設
置
、
提
供

２
．
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て

２
．
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

◇
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
日
図
協
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
の
取
り
組
み
や
市
場
の
動

向
の
情
報
収
集
と
そ
の
共
有
、
及
び
広
報
活
動
を
は

じ
め
協
会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対

策
を
進
め
る
。

◇
学
校
現
場
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
見
直
し
へ
の
対
応
と
し

て
、
学
校
現
場
の
現
状
や
課
題
等
の
情
報
収
集
と
、

効
率
的
な
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス
テ
ム
の
研
究
と
開

発
を
進
め
る
。

３
．
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

３
．
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

◇
日
図
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
用
教
材
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
国
・
自
治
体
・

政
党
・
議
員
・
関
係
団
体
等
に
対
し
て
、
教
材
費
予

算
拡
充
を
含
め
た
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め

の
働
き
か
け
を
進
め
る
。

◇
先
生
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
使
用
実
態

や
自
治
体
採
択
へ
の
在
り
方
等
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
企
画
の
実
施
と
、
文
科
省
等
へ
の
情
報
提
供
を
進

め
る
。

４
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

４
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

◇
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
（
日
Ｐ
）
や
全
国
国
立
大

学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
周
年
行
事
等
に
出
席

し
、
連
携
を
深
め
る
。

◇
日
Ｐ
の
全
国
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
で
都
道
府

県
協
会
や
会
員
販
売
店
、
教
材
に
関
す
る
宣
伝
活
動

を
進
め
る
。

５
．
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全

５
．
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全

販
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
、
改
善
と
、
加
入
促
進

販
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
、
改
善
と
、
加
入
促
進

◇
「
全
販
シ
ス
テ
ム
」
の
加
入
促
進
と
し
て
希
望
販
売

店
へ
の
説
明
会
や
働
き
か
け
を
行
う
。
販
売
店
の
業

務
の
効
率
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
「
全
販
シ

ス
テ
ム
」
の
機
能
追
加
等
の
改
修
を
進
め
る
。

６
．
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由

６
．
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由

し
た
転
売
行
為
へ
の
対
策

し
た
転
売
行
為
へ
の
対
策

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
運
営
企
業
と
共
同
し
て
対
策
を
進

め
て
い
く
。

◇
見
本
本
を
通
じ
た
啓
発
の
研
究
や
、
見
本
本
の
管

理
・
回
収
の
徹
底
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

７
．
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

７
．
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
へ
の
支
援

ト
の
開
催
へ
の
支
援

◇
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
協
会
が
主
催
す
る
教
師
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
申
請
に
応
じ
て
助
成
金
支
給
規
程
に
則
り
助
成

す
る
。

８
．
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積

８
．
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加

極
的
な
参
加

◇
日
本
教
材
学
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
教
材

の
質
と
業
界
の
地
位
の
向
上
、
及
び
会
員
並
び
に
従

業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
を
図
る
。
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
11
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

※
詳
し
い
事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
に
つ

い
て
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s
:/

/
n

it.

o
r.jp

/

）
の
「
会
員
の
方
へ
」
（
パ
ス
ワ
ー
ド

k
a
g
u

ra
6

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

９
．
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
ふ
ま
え

９
．
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
ふ
ま
え

た
各
種
取
り
組
み
の
推
進

た
各
種
取
り
組
み
の
推
進

◇
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
と
出
版
社
営
業
部

長
と
の
協
議
会
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
推
進
し
て

い
く
。

【
小
・
中
学
共
通
の
協
議
事
項
】

【
小
・
中
学
共
通
の
協
議
事
項
】

○
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
自
治

体
の
取
り
組
み
や
市
場
の
動
向
の
情
報
収
集
と
そ

の
共
有
、
及
び
こ
れ
か
ら
の
小
・
中
学
業
界
の
あ
り

方
の
研
究
、
協
議

〇
自
治
体
等
に
よ
る
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
情
報
共
有

○
物
流
事
情
理
解
の
た
め
の
学
校
や
会
員
へ
の
周
知

徹
底

【
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
】

【
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
】

〇
評
価
テ
ス
ト
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
へ
の
対
応

・
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
動
向
に
つ
い
て
製
販
で
情
報
収
集
・
共

有
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
対
策
を
地
域
毎
に
随
時
検

討
し
て
い
く
。

〇
小
規
模
校
対
策

・
各
地
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

販
売
店
側
で
主
体
的
に
取
り
組
め
る
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

○
見
本
の
簡
素
化

・
２
０
２
５
年
度
の
新
学
期
見
本
に
お
い
て
各
出
版
社

で
行
っ
た
対
応
を
ふ
ま
え
て
引
き
続
き
出
版
社
側
で

研
究
し
て
い
く
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
】

【
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
】

○
「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
：
み
ら
い
の
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
」

・
営
業
部
長
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
意
見
交
換
会
を
年
２

回
営
業
部
長
会
に
合
わ
せ
て
開
催
。
今
年
度
は
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
（
10
月
16
日
）
と
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開

催
を
予
定
。

・
全
中
目
安
箱
を
常
時
開
放
し
、
出
て
き
た
意
見
要

望
を
参
考
に
し
な
が
ら
全
中
目
安
箱
運
営
委
員
会

を
中
心
に
今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

〇
全
中
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
運
用

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
企
画
や
内
容
の
充
実
に
つ
と

め
る
。

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥

　

『
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
「
超
」
仕
事
術

大
全
』
（
保
科
学
世
著
）
に
、
人
間
と

生
成
Ａ
Ｉ
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
を

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
得
意
な
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
、
知
識

量
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
等
、
人
間
が
得
意
な
の
は
、

情
熱
、
共
感
、
五
感
を
通
じ
た
経
験
や
判
断
、
倫
理
判

断
等
と
の
こ
と
で
す
。

　

人
間
が
得
意
な
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
先
生
方
と
対
面

で
や
り
取
り
を
さ
れ
て
い
る
教
材
販
売
店
の
皆
さ
ま

の
お
仕
事
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
生
成
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
る
業
務
も
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
逆
に
人
間
が

得
意
な
こ
と
は
価
値
が
高
ま
り
、
必
要
と
さ
れ
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
が
得
意
な
分
野
は
む
し
ろ
上
手
に
使
い

こ
な
し
、
そ
し
て
人
間
が
得
意
な
部
分
、
つ
ま
り
日
頃

か
ら
教
材
販
売
店
の
皆
さ
ま
が
教
材
販
売
で
磨
か
れ

て
い
る
能
力
を
さ
ら
に
強
み
と
し
て
活
か
し
て
い
け

ば
、
外
部
か
ら
の
敵
に
も
負
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
変
化
を
怖
れ
ず
情
熱
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
竜
）

編集
後記

　今年度も会員販売店と

加盟出版社を対象に実施

しています。講座の追加

のほか、全会員向けの無

料講座（特別講座）も開

講しています。

講座内容の詳細、受講のお
申込みは協会ホームページ
よりお願いします。

教材士研修制度教材士研修制度
基礎コース講座基礎コース講座


